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修了 6.5 年後及び 2015 年博士課程修了者の修了 3.5 年後の調査を実施しました。 
 









○ 2012 年コホート及び 2015 年コホートとも、大学等及び公的研究機関における任期な
し（終身在職権あり）の割合が増加し、雇用の安定化がみられた。 
 




○ 所得に関しては、調査を重ねる度に所得が増加傾向にある。2012 年コホート 1.5 年
後は 400 万-500 万円未満が 16.2％、3.5 年後は 500 万-600 万円未満が 15.7％、6.5










年コホート1.5年後で 44.3%、6.5年後には 24.1%、2015年コホート 0.5年後では 38.9%、
3.5 年後では 28.1%であった。日本国籍で博士課程を修了した者が海外に居住し、研
究を実施している割合は 2015 年コホート 0.5 年後では 4.0%、3.5 年後では 5.3%、2012
年コホートにおいては、1.5 年後 5.2%、6.5 年後には 2.5%であった。 
 
○ 女性 PI（Principal Investigator）は、2015 年コホートで、0.5 年後 0.4%、3.5 年
後 1.7%となり、3 年間で 1.3 ポイント増加となった。また、2012 年コホートで、3.5
年後 1.7%、6.5 年後 6.8%となり、3 年間で 5.1 ポイントの増加となった。2012 年コ
ホートにおける女性 PI は、男性 PI に比して大きく増加した。 
 









科学技術・学術政策研究所 第 1 調査研究グループ 担当：治部 星野 
















る研究力強化のため、2020 年 1 月に「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」を
策定し、博士課程修了者の多様なキャリアパスの実現を目指している。 
一方、博士課程の入学者数は 2003 年度 18,232 人をピークに、2016 年度に 15,000 人を












1）2012 年コホート 6.5 年後調査 
博士課程を設置する全ての大学院で、2012 年度（2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日）
に博士課程を修了した者 4のうち、「博士人材追跡調査」 2012 年コホート 1.5 年後調査
及び 2012 年コホート 3.5 年後調査に回答した者全員。 
2）2015 年コホート 3.5 年後調査 
博士課程を設置する全ての大学院で、2015 年度（2015 年 4 月 1 日～2016 年 3 月 31 日）

























1)2012 年コホート 5 
調査依頼数 2,614 名 
回答数 1,765 名、有効回答数 1,758 名 （回答率：67.5%、有効回答率 67.3%） 
2)2015 年コホート 6 
調査依頼数 4,922 名 






5 2012 年 1.5 年後調査依頼数 13,276 名 回答数 5,052 名。 
2012 年 3.5 年後調査依頼数  5,044 名 回答数 2,614 名。 























































































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2015_0.5年後
2015_3.5年後
大学等 公的研究機関 民間企業 非営利団体（学校・行政等を含む） 個人事業主 その他・無所属 無回答
 























































































2012 年コホート及び 2015 年コホートとも、大学等及び公的研究機関における任期なし
（終身在職権あり）の割合が増加し、雇用の安定化がみられた。 
 

























2015_0.5年後 2015_3.5年後 2015_0.5年後 2015_3.5年後
大学等 公的研究機関
任期なし 任期あり（テニュアトラック制によるもの） 任期あり 無回答
 










































































大学等及び公的研究機関における職階は、2012 年コホート及び 2015 年コホートともポ
ストドクターの割合が減少し、助教、講師の割合が増加した。2012 年コホート 6.5 年後
は、上位職の准教授・教授の割合が大きく増加した。 
 



































所得に関しては、調査を重ねる度に所得が増加傾向にある。2012 年コホート 1.5 年後
は 400 万-500 万円未満が 16.2％、3.5 年後は 500 万-600 万円未満が 15.7％、6.5 年後は
600 万‐700 万円未満が 14.4％と多くなっていた。 
 






































































































２－７． 博士課程修了者の国際的活動：図１２ 図１３ 図１４ 図１５ 
外国人博士課程修了者が日本に引き続いて居住し、研究を実施している割合は 2015 年
コホート 0.5 年後では 38.9%、3.5 年後では 28.1%、2012 年コホート 1.5 年後で 44.3%、
6.5 年後には 24.1%であった。 
日本国籍で博士課程を修了した者が海外に居住し、研究を実施している割合は 2015 年
コホート 0.5 年後では 4.0%、3.5 年後では 5.3%、2012 年コホートにおいては、1.5 年後







施している割合は、いずれのコホート調査でも 1 割に満たなかった。 
図１２ 博士課程修了者の研究実施状況及び現在の所在 









0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2015_0.5年後
2015_3.5年後
日本在住 研究活動を実施 日本在住 研究活動を実施していない





















日本在住 研究活動を実施 日本在住 研究活動を実施していない
外国在住 研究活動を実施 外国在住 研究活動を実施していない
 
図１４ 博士課程修了者の研究実施状況及び現在の所在 
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図１５ 博士課程修了者の研究実施状況及び現在の所在 

















日本在住 研究活動を実施 日本在住 研究活動を実施していない 外国在住 研究活動を実施 外国在住 研究活動を実施していない
 
 14 
２－８．研究室主宰者（PI： Principal Investigator）の状況：図１６ 図１７ 
第 5 期科学技術基本計画には、「PI 等への女性リーダーの育成と登用」が掲げられてい
る。女性 PI は、2015 年コホートで、0.5 年後 0.4%、3.5 年後 1.7%となり、3 年間で 1.3
ポイント増加となった。また、2012 年コホートで、3.5 年後 1.7%、6.5 年後 6.8%となり、
3 年間で 5.1 ポイントの増加となった。2012 年コホートにおける女性 PI は、男性 PI に
比して大きく増加した。 
 


































のうち、前回の調査（2016 年 11 月）から本調査（2019 年 11 月時点）までの約 3 年間の
査読付き論文数と国際共著論文数、特許数を分析した。 
2015 年コホートでは、査読付き論文数で 0 本が 17.9%で最も多く、次に 2 本が 17.4%
であった。また、査読付き論文数のうち国際共著論文数は 0 本が 55.8%が最も多く、次に
１本が 14.9%であった。特許数は 0 件が 84.7%で最も多く、次いで 1 件が 7.1%であった。 
 2012 年コホートでは、査読付き論文数で 0 本が 20.5%で最も多く、次に 6 本以上 10 本
以下が 16.0%であった。また、査読付き論文数のうち国際共著論文数は 0 本が 55.8%で最
も多く、次に１本が 13.1%であった。特許数は、0 件は 82.1%で最も多く、次に 1 件が 6.6%
であった。 















































































0 1 2 3 4 5 6以上10以下 １１以上15以下 15以上20以下 20以上 無回答
 
 
